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紫陽花が雨雲の間から差し込み光に映える季節になりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 
毎年、この時期は雨の降り方や量を意識してしまいますが、梅雨には 2 種類のタイプがあるのをご
存じでしょうか。その年によってタイプが違い、それぞれには特徴があります。一つ目は陽性型と
呼ばれ、気温が高く大雨が頻繁に発生し、晴れの日も多いのが特徴です。二つ目は陰性型と呼ばれ、
気温が上がらず弱い雨がしとしと降る日が続き、晴れの日は少ないという特徴です。 

どちらにしても、蒸し暑く不快な日々が続き寒暖差も大きくなるので、住環境を整え、体調管理
には気を付けたいものです。今月も元気に過ごしてまいりましょう。㈱ふくじゅそう 職員一同 

4 月お誕生者 
お誕生日걟걠 
おめでとうございます。 

                
ふくじゅそうにて約 10 年

過ごされています。 
 
来年も一緒にお祝いでき 

たらいいですね。 
 
これからも毎日をお元気

で楽しく、職員と一緒に

お過ごしください。 

草花が喜ぶ季節!花職人
の事務⾧の手に花々も、
緑豊かに茂っています。
紫陽花も色とりどりに魅
せてくれています。 



 

 

梅雨の時期は、高齢者にとって健康管理が特に重要な時期と言えます。湿度が高く、 
気温が変動しやすい為、様々な健康リスクが高くなりがちです。この時期の介護に関 
して注意すべき点とその対策を確認していきましょう。 

 
1.熱中症の予防と対策 
 

 梅雨の時期は湿度が高く、体温調節が難しくなるため、熱中症のリスクが高まります。特に高齢者は
体温調節機能が低下しているため、こまめに水分を摂取し、適度に塩分も補給することが重要です。室
内でも温度管理をしっかりと行い、エアコンや扇風機を使用して快適な環境を保つようにしましょう。 
 
2.感染症の予防 
 

 湿度が高いとカビや細菌が繁殖しやすくなります。これにより、気管支炎や肺炎などの呼吸器系の感
染リスクが増加します。部屋の換気をこまめに行い、湿度が高い日は除湿機を使用することが大切で
す。また、手洗いうがいを徹底し、外出先から帰宅した際には手指の消毒を忘れずに行いましょう 
 

3.食中毒の予防 
 

 この時期は食べ物が傷みやすく、食中毒のリスクが高まります。食材の保存方法に注意し、冷蔵庫の
温度を適切に設定することが重要です。又、調理の際には食材を十分に加熱し、生ものや未調理の食品
の取り扱いには細心の注意を払いましょう。調理器具や食器の衛生管理も徹底する必要があります。 
 

4.関節痛やリウマチの管理  
 湿度の高さは関節痛やリウマチの症状を悪化させることがあります。温湿布や入浴による温熱療法
を取り入れることで症状を和らげることができます。また、医師の指導に従って適切な薬物療法を行
い、疼痛管理をしっかりと行いましょう。 
 
5.気分の落ち込み予防   
 梅雨時期は日照時間が短く、気分が落ち込みやすくなります。特に高齢者は社会的な孤独を感じや
すく、うつ症状が悪化することもあります。家族や友人が意識して会話やコミュニケーションを積極
的に図ることが重要です。また、日中はできるだけ自然光を取り入れたり、室内照明も工夫して明るさ
を確保することが大切です。 
 

4.心身の維持管理蚙蚚蚛虶虷虸 
天候が悪い日が続くと外出が減ることで運動不足に陥りやすくなります。運動不足は意欲の低下だ

けでなく、精神的なストレスも引き起こす可能性があります。室内でもできる簡単な 
ストレッチやヨガ、軽い筋力運動を取り入れ、定期的に体を動かすことも大切です。 
また、趣味や読書、音楽鑑賞等のリラクゼーション活動を通じて心身のリフレッシュ 
を図ることも効果的です。 


